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中

国
　
の
　
対

　
ー
『
参
放
消
息
』

外
　
理
　
解

を
手
掛
り
と
し
て
ー

池

井

優

は
　
し
　
が
　
き

　
中
国
と
の
国
交
回
復
が
論
議
さ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
そ
の
前
提
と
し
て
、
相
互
に
相
手
国
の
事
情
に
精
通
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

言
を
俊
た
な
い
。
一
九
六
六
年
三
月
ア
メ
リ
カ
上
院
の
対
中
国
政
策
に
関
す
る
公
聴
会
の
「
孤
立
化
な
き
封
じ
込
め
」
と
い
う
言
葉
に
ょ
つ
て
表

わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
中
国
を
よ
り
深
く
認
識
し
、
そ
れ
を
国
際
社
会
に
引
き
出
す
必
要
が
説
か
れ
る
に
至
つ
た
。
し
か
し
中
国
側
が
文
化
革

命
の
進
行
以
来
、
特
に
毛
沢
東
思
想
を
全
て
の
判
断
の
基
礎
と
し
、
自
ら
の
閉
鎖
性
を
強
め
る
に
至
つ
た
こ
と
も
否
定
し
え
な
い
。
そ
の
典
型
的

な
例
は
、
人
民
日
報
、
光
明
日
報
、
紅
旗
等
の
外
国
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
の
取
上
げ
方
に
は
つ
き
り
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
中
国
の
指
導
者
層

も
同
じ
よ
う
な
極
く
限
ら
れ
た
情
報
に
よ
つ
て
中
国
の
政
策
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
．
中
国
は
西
側
諸
国
に
劣
ら
ぬ
情
報
網
を
有
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
外
部
世
界
に
関
す
る
情
報
蒐
集
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
大
公
使
館
、
領
事
館
な
ど
の
外
交
部
出
先

機
関
、
新
華
社
、
在
外
華
僑
、
西
側
報
道
（
ラ
ジ
ォ
、
テ
レ
ピ
、
新
聞
）
、
西
側
出
版
物
、
中
国
対
外
代
表
団
の
外
国
と
の
接
触
、
外
国
中
国
訪
問
団

　
　
　
中
国
の
対
外
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
一
　
　
（
一
七
七
五
）



　
　
　
中
国
の
対
外
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
二
　
　
（
｝
七
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
の
接
触
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
ら
の
機
関
を
通
じ
て
蒐
集
さ
れ
た
外
部
世
界
に
関
す
る
情
報
は
、
人
民
日
報
な
ど
を
通
じ
て
一
般
国
民
に
公
表
さ
れ
る
場
合
に

は
、
選
択
が
行
わ
れ
る
。
米
国
の
ア
ポ
・
衛
星
の
月
着
陸
の
ニ
ュ
ー
ス
、
一
九
六
九
年
暮
の
日
本
の
衆
議
院
選
挙
の
結
果
な
ど
西
側
の
優
位
、
自

国
の
解
釈
に
適
合
し
な
い
情
報
は
こ
れ
を
全
く
発
表
し
な
い
。
あ
る
い
は
一
九
六
四
年
一
〇
月
の
中
国
の
核
実
験
に
対
し
て
「
ケ
ニ
ア
の
青
年
リ

ー
ダ
ー
は
、
中
国
の
核
実
験
を
称
賛
し
て
い
る
」
「
ア
フ
リ
カ
の
指
導
者
た
ち
は
、
中
国
原
爆
実
験
の
成
功
を
祝
つ
て
い
る
」
、
「
日
本
の
科
学
代
表

団
は
、
中
国
の
核
実
験
を
支
持
す
る
声
明
を
発
し
た
」
等
は
伝
え
ら
れ
て
も
、
ア
フ
リ
カ
の
指
導
者
や
日
本
政
府
が
中
国
の
原
爆
実
験
に
対
し
て

遺
憾
の
意
を
表
し
た
こ
と
は
全
く
伝
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ス
を
故
意
に
遅
ら
せ
て
発
表
す
る
例
は
、
一
九
六
六
年
二
月
二
四
日
に
発
生
し

た
ガ
ー
ナ
の
ク
ー
デ
タ
ー
．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
九
・
三
〇
事
件
に
見
ら
れ
る
．
当
時
ガ
ー
ナ
の
エ
ソ
ク
ル
マ
大
統
領
は
、
中
国
を
訪
問
す
る
途
中

で
あ
つ
た
。
一
月
二
五
日
以
降
人
民
日
報
そ
の
他
は
、
エ
ソ
ク
ル
マ
の
到
着
及
び
劉
少
奇
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
歓
迎
晩
さ
ん
会
の
模
様
は
伝
え

た
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
を
初
め
て
伝
え
た
の
は
、
八
日
後
の
三
月
四
日
に
至
つ
て
で
あ
つ
た
。
三
月
四
日
ガ
ー
ナ
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ユ
ー
ス
と
同
時
に
、
エ
ソ
ク
ル
マ
が
二
月
二
五
目
及
び
二
八
日
北
京
に
お
い
て
行
つ
た
声
明
も
新
華
社
は
伝
え
た
が
、
同
時
に
ガ
ー
ナ
軍
に
ょ
る

在
ガ
ー
ナ
中
国
人
技
術
者
の
取
扱
い
に
関
す
る
抗
議
声
明
を
も
併
記
し
て
い
る
。
当
時
す
で
に
中
国
の
技
術
者
、
顧
問
は
ガ
ー
ナ
を
離
れ
、
北
京

の
ガ
1
ナ
大
使
館
は
、
ク
ー
デ
タ
i
後
の
新
政
府
に
対
す
る
忠
節
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
五
年
一

〇
月
一
日
に
発
生
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
ガ
！
ナ
の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
遅
れ
て
一
八
日
後
の
一
〇
月
一
九
日
に
初
め
て
新
華
社
に
よ
つ
て
伝
え

　
　
（
4
）

ら
れ
た
。

　
新
聞
を
、
一
、
党
の
目
的
、
政
策
、
指
令
を
正
確
に
伝
達
し
，
二
、
扇
動
お
よ
び
激
励
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
編
集
者
は
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
成
某
を
正
確
に
、
時
機
を
逸
せ
ず
報
道
し
、
大
衆
の
創
造
性
を
彼
ら
の
感
情
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
全
力

を
傾
注
し
、
三
、
論
点
を
選
択
し
て
日
和
見
主
義
、
保
守
主
義
、
破
壊
的
資
本
主
義
の
亡
霊
を
攻
撃
す
る
説
得
的
な
議
論
を
提
示
し
、
社
会
主
義



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

建
設
を
確
保
し
、
敗
北
主
義
を
打
倒
し
、
攻
撃
精
神
を
動
員
す
る
役
割
を
果
す
べ
ぎ
も
の
と
す
る
毛
沢
東
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然

て
あ
ろ
う
。

　
一
般
大
衆
に
対
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
操
作
を
行
う
が
、
指
導
者
は
世
界
の
現
状
を
正
し
く
認
識
し
て
政
策
を
立
案
す
る
必
要
が
あ
り
、
指
導

者
層
に
は
、
一
般
大
衆
と
は
異
つ
た
正
確
な
情
報
を
得
る
た
め
配
布
先
を
限
定
さ
れ
た
特
別
な
刊
行
物
が
配
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
西
側
の
中
国

研
究
者
が
か
ね
て
か
ら
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
そ
の
具
体
例
は
、
一
九
六
三
年
八
月
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が
入
手
し
て
発
表
し
た
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

人
民
解
放
軍
総
政
治
部
の
機
密
刊
行
物
「
工
作
通
訊
」
、
一
九
六
六
年
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ソ
リ
ー
・
シ
ュ
オ
ル
ツ
が
「
チ
ャ
イ
ナ
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

誌
上
に
紹
介
し
た
新
華
社
編
の
内
部
刊
行
物
「
参
放
消
息
」
、
ア
ジ
ア
調
査
会
が
「
ア
ジ
ア
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
」
誌
上
に
発
表
し
た
福
建
省
連
江
県

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

党
支
部
の
「
連
江
文
書
」
と
し
て
研
究
者
の
前
に
提
示
さ
れ
た
。
以
上
の
文
書
を
部
分
的
に
綴
り
合
わ
せ
て
、
洞
察
す
る
限
り
で
も
、
中
国
の
一

部
指
導
者
層
は
一
般
国
民
と
は
か
な
り
異
つ
た
幅
広
い
情
報
を
得
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
．

　
本
稿
は
、
筆
老
が
入
手
し
得
た
「
参
消
放
息
」
（
一
九
六
八
年
五
月
工
ハ
日
、
同
二
八
日
、
六
月
一
日
、
同
五
日
、
同
一
四
日
、
同
一
八
目
）
六
日
分

を
手
掛
り
と
し
て
、
中
国
の
指
導
者
が
外
部
世
界
に
つ
い
て
の
情
報
を
ど
の
よ
う
な
形
で
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
人
民
日
報
に
ょ
つ
て

一
般
国
民
に
知
ら
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
と
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
、
シ
ュ
オ
ル
ツ
氏
の
紹
介
し
た
一
九
六
〇
年
二
月
当
時
と
、
文
化
革
命
を

へ
て
「
参
放
消
息
」
自
体
ど
の
よ
う
な
変
質
を
遂
げ
た
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
公
聴
会
の
報
告
討
議
は
、
米
国
上
院
外
交
委
員
会
公
聴
会
記
録
、
野
末
賢
三
訳
「
中
国
本
土
に
関
す
る
米
国
の
政
策
」
（
上
・
下
）
（
昭
和
四
一
年
．
日
本
国
際
間
題
研
究
所
）
．

　
（
2
）
　
中
国
の
西
側
諸
国
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
＜
ぎ
8
旨
＜
。
ψ
困
轟
｝
＞
O
雪
忠
巴
ω
ε
畠
9
些
①
O
訂
目
巴
。
・
亀
O
o
ヨ
目
縄
巳
。
豊
自
窄
薯
①
9

　
　
0
。
ヨ
跨
茸
馨
〇
三
霧
雪
山
9
①
名
①
警
①
冨
名
o
ユ
畠
サ
（
一
〇
①
命
O
①
暮
霞
楠
。
り
囲
暮
①
毎
辞
一
。
鍔
一
ω
葺
＆
＄
蜜
器
。
・
鍔
言
の
g
富
ぎ
ψ
葺
暮
。
。
鴨
弓
。
。
巨
。
一
。
尊
’
9
ヨ
げ
ユ
凝
Φ
竃
器
鉾
）
、

　
　
外
部
世
界
の
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
、
国
8
〈
霞
ぎ
a
ε
ぎ
戸
9
目
目
毎
馨
O
霞
冨
”
巳
≧
霧
O
。
暮
邑
ー
＞
0
9
試
凝
雪
昌
の
ひ
β
身
這
零
山
S
9
負
8
00
一
↓
圃
δ
国
8
ぐ
零

　
　
一
蓋
葺
5
一
8
8
≦
貰
扇
①
ぎ
一
暮
一
8
魯
匡
評
器
ρ
ω
冨
匡
o
旨
d
巳
く
①
邑
蔓
）
勺
ゆ
島
（
江
頭
数
馬
訳
著
「
核
時
代
の
中
国
」
昭
和
四
四
年
、
軍
事
研
究
社
、
九
三
ぺ
ー
ジ
以
下
）

　
（
3
）
　
人
民
日
報
一
九
六
六
年
三
月
五
日
「
加
納
部
分
軍
隊
発
動
政
変
奪
取
政
権
」
（
新
華
社
四
日
訊
）
。

　
（
4
）
　
人
民
日
報
一
九
六
五
年
一
〇
月
二
〇
日
「
印
度
尼
西
亜
政
局
発
生
急
刷
変
化
」
（
新
華
社
一
九
日
訊
）
。

　
　
　
中
国
の
対
外
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
　
　
（
一
七
七
七
）



　
　
　
中
国
の
対
外
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四
　
　
（
一
七
七
八
）

　
（
5
）
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
T
・
C
・
ユ
ー
「
中
共
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
政
治
」
（
ル
シ
ア
ン
・
W
・
パ
イ
編
著
、
N
R
K
放
送
学
研
究
室
訳
『
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
国

　
　
家
の
近
代
化
』
昭
和
四
二
年
、
日
本
放
送
出
版
協
会
）
二
七
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
（
6
）
ア
メ
リ
カ
が
入
手
し
た
「
工
作
通
訊
」
は
｝
九
六
一
年
一
月
一
日
付
け
の
第
一
号
か
ら
同
年
八
月
二
六
日
付
け
の
第
三
〇
号
ま
で
（
う
ち
第
九
号
の
み
欠
）
の
合
計
二
九
号

　
　
で
、
そ
の
全
文
は
、
噺
●
9
窃
一
霞
9
①
凝
①
ρ
目
訂
憎
o
一
三
窃
亀
夢
①
O
匡
幕
昭
菊
①
ユ
＞
胃
冒
ざ
（
一
8
ρ
oQ
一
導
ま
旨
）
日
本
で
は
一
部
が
本
郷
賀
一
訳
『
工
作
通
訊
抄
』
（
昭
三
九
、

　
　
時
事
通
信
社
）
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
．
「
工
作
通
訊
」
を
研
究
し
た
論
文
に
は
き
訂
≦
凶
ぎ
ロ
ぎ
≦
量
O
露
召
．
m
留
q
9
｝
騨
冨
舅
、
Q
8
二
目
三
窃
．
彗
α
、
閃
①
＜
。
宣
ぎ
嘉
．

　
　
ヨ
男
＆
＆
爵
ピ
舘
司
鶏
ρ
昌
畦
①
皇
O
寓
召
d
呂
。
『
竃
き
“
℃
。
年
富
目
舞
窃
9
目
目
導
α
一
（
一
8
9
9
冒
ぼ
崔
鴨
蜜
鱒
。
。
9
導
山
ピ
。
昌
昌
）
・

　
（
7
）
＝
魯
蔓
P
の
魯
≦
舘
N
．
凄
。
頴
、
”
㌣
脚
、
脚
。
評
凶
串
琶
”
国
。
≦
≦
①
一
＝
昌
h
。
彗
＆
胃
①
O
試
器
器
露
。
一
巴
。
”
9
暮
芽
①
O
暮
。
。
幕
巧
。
二
匙
畢
。
O
げ
ぎ
や
曾
弩
宕
『
ぐ

　
　
Z
o
．
ミ
．
』
．
巳
ヤ
ω
8
冨
ヨ
げ
①
5
一
〇
〇
①
■

　
（
8
）
資
料
「
連
江
文
書
」
（
『
ア
ジ
ア
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
六
九
年
七
月
、
以
下
各
号
に
連
載
中
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ま
ず
「
参
放
消
息
」
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
「
参
放
消
息
」
は
、
新
華
社
の
内
部
刊
行
物
の
形
を
と
り
、
中
国
共
産
党
幹
部
．

共
産
主
義
青
年
団
上
級
幹
部
、
そ
の
他
の
組
織
の
政
治
に
関
係
し
、
責
任
あ
る
立
場
に
あ
る
人
々
の
間
に
少
部
数
配
布
さ
れ
て
い
る
日
刊
の
新
聞

で
あ
る
。
内
部
刊
行
物
で
あ
り
、
「
注
意
保
存
」
と
さ
れ
、
中
国
の
外
に
出
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
党
役
員
が
予
約
し
た
ホ
テ
ル
、
あ
る
い
は
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
支
配
人
が
そ
の
要
求
に
応
じ
て
「
参
孜
消
息
」
を
手
渡
せ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
体
裁
で
あ
る
が
、
人
民
日
報
な
ど
と
は
異
り
、
大
き
さ
は
、
縦
三
八
セ
γ
チ
、
横
二
八
セ
ソ
チ
で
四
ぺ
ー
ジ
立
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
型
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

創
刊
日
は
不
明
で
あ
る
が
六
〇
年
初
頭
に
お
い
て
は
．
日
曜
日
あ
る
い
は
祝
日
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
通
巻
番
号
か
ら
逆
算
す
る
と
、

創
刊
日
は
一
九
五
六
年
一
一
月
七
日
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
中
国
の
刊
行
物
は
、
得
て
し
て
不
定
期
に
刊
行
さ
れ
る
の
で
、
「
参
放
消
息
」
も

そ
れ
よ
り
何
年
か
前
に
創
刊
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
同
様
な
出
版
物
が
異
つ
た
タ
イ
ト
ル
の
下
で
出
版
さ
れ
て
い
た
可
能

性
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　
次
に
記
事
の
扱
い
方
で
あ
る
が
、
一
九
六
〇
年
に
は
第
一
ぺ
ー
ジ
が
中
共
・
台
湾
の
対
外
関
係
、
第
二
ぺ
ー
ジ
が
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
二
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中
国
の
対
外
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
六
　
　
二
七
八
○
）

ユ
ー
ス
、
第
三
ぺ
ー
ジ
が
ヨ
ー
・
ヅ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
記
事
、
第
四
ぺ
ー
ジ
が
特
別
記
事
と
い
つ
た
は
つ
き
り
し
た
ぺ
ー
ジ
割
り
が
な
さ

　
　
　
　
（
4
）

れ
て
い
た
が
、
一
九
六
八
年
五
、
六
月
に
は
前
頁
の
図
に
示
す
よ
う
に
題
字
が
右
下
あ
る
い
は
左
下
に
き
て
、
右
上
あ
る
い
は
左
上
は
毛
沢
東
、

林
彪
、
レ
ー
ニ
ン
な
ど
の
語
が
枠
囲
み
で
入
り
、
第
一
面
は
、
五
月
一
六
日
に
例
を
と
る
と
、
日
共
東
京
都
委
員
会
（
左
派
）
準
備
会
が
機
関
誌

に
載
せ
た
毛
沢
東
の
声
明
は
偉
大
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の
文
献
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
る
記
事
の
紹
介
、
ソ
連
労
働
者
が
毛
沢
東
を
熱
愛
し
て
い
る
こ

と
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
（
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
二
γ
主
義
）
が
フ
ラ
ソ
ス
の
学
生
運
動
を
支
持
す
る
声
明
を
発
表
し
た
こ
と
、
パ
リ
の
一
群
の
反
動
分
子

が
中
国
大
使
館
を
襲
撃
し
た
こ
と
．
以
上
で
あ
る
。
第
二
面
は
、
す
べ
て
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
に
割
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
族
解
放
戦
線
が
サ
イ

ゴ
ン
そ
の
他
の
都
市
を
攻
撃
し
た
こ
と
、
ス
ア
ソ
・
ト
イ
北
ベ
ト
ナ
ム
代
表
の
パ
リ
会
談
に
お
け
る
発
言
内
容
．
ハ
リ
マ
ソ
米
代
表
の
同
じ
く
パ

リ
会
談
に
お
け
る
発
言
内
容
の
紹
介
で
あ
る
。
第
三
面
は
、
ア
ジ
ア
情
勢
に
関
す
る
も
の
は
、
イ
ン
ド
の
西
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
イ
ン
ド
共
産
革

命
派
勢
力
の
増
大
、
日
本
の
対
東
南
ア
ジ
ア
拡
張
政
策
が
全
面
的
な
失
敗
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
、
ア
ジ
ア
以
外
で
は
、
南
イ
エ
ー
メ
ン
と
イ
ギ
リ

ス
の
経
済
交
渉
の
決
裂
、
東
お
よ
び
中
央
ア
フ
リ
カ
一
四
ヵ
国
首
脳
会
議
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
開
幕
、
ポ
ソ
ピ
ド
ー
フ
ラ
ソ
ス
首
相
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ソ
訪
問
、
特
別
記
事
と
し
て
香
港
『
大
公
報
』
が
連
載
し
て
い
る
「
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
覚
醒
」
を
転
載
し
て
紹
介
し
て
い
る
．
第
四
面

は
、
ソ
連
研
究
所
の
責
任
者
が
ア
メ
リ
カ
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
雑
誌
に
発
表
し
た
ソ
連
内
部
の
矛
盾
に
つ
い
て
の
記
事
の
紹
介
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
外
相
二
i
ケ
ジ
ッ
チ
の
チ
ェ
コ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
「
小
協
商
」
形
成
準
備
の
た
め
の
チ
ェ
コ
訪
問
、
チ
ェ
コ
各
地
区
の
責
任
者
が
集
会
の
た
め

プ
ラ
ハ
に
参
集
し
た
こ
と
、
ソ
連
国
防
部
副
部
長
ソ
コ
ロ
フ
ス
キ
ー
将
軍
の
死
去
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
『
タ
イ
ム
』
の
報
道
を
要
約
し
て
ド
プ

チ
ェ
ク
登
場
と
チ
ェ
コ
の
自
由
化
過
程
に
関
す
る
報
道
、
以
上
で
あ
る
。
五
月
二
八
日
、
六
月
一
日
、
同
五
日
、
同
一
四
日
、
同
一
八
日
の
「
参

放
消
息
」
の
第
一
面
を
見
て
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
が
毛
沢
東
学
習
に
励
ん
で
い
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
学
生
の
鎮
圧
を
恐
れ
ぬ
勇
敢
な
闘
争
の
模

様
（
五
．
二
八
）
、
ネ
パ
ー
ル
一
青
年
が
「
老
三
篇
」
は
世
界
革
命
人
民
の
必
読
の
書
で
あ
る
と
語
つ
て
い
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
反
ド
ゴ
ー
ル
デ

モ
に
つ
い
て
の
報
道
（
六
．
一
）
、
毛
沢
東
思
想
の
活
用
は
搾
取
階
級
の
打
倒
に
必
要
と
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
来
信
の
紹
介
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
に
も



学
生
運
動
の
波
は
拡
が
り
、
ユ
ー
ゴ
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ま
た
デ
ソ
マ
ー
ク
に
お
い
て
も
学
生
、

大
衆
の
デ
モ
が
見
ら
れ
る
と
の
報
道
（
六
・
五
）
、
フ
ラ
ソ
ス
の
パ
リ
を
中
心
と
す
る
デ
モ
の
模
様
（
六
．
一
四
）
、
イ
ン
ド
共
産
党
機
関
誌
の
今
日

は
毛
沢
東
思
想
の
時
代
で
あ
る
と
の
記
事
の
紹
介
、
パ
リ
の
数
千
名
の
学
生
の
集
合
の
模
様
（
六
．
一
八
）
が
収
録
さ
れ
て
居
り
、
一
九
六
〇
年
当

時
の
ぺ
ー
ジ
に
よ
る
地
域
別
編
集
の
方
針
は
六
八
年
に
は
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
（
1
）
　
新
華
社
の
歴
史
お
よ
び
組
織
に
つ
い
て
は
．
目
富
2
①
毒
O
匡
召
2
。
≦
の
＞
鴨
ま
気
－
蜜
器
、
の
鼠
①
馨
認
①
富
＞
き
¢
呂
9
Φ
名
＆
阜
O
醇
審
彗
聖
窪
P
額
ぎ
一
8
9
窪
冨
訂

　
　
宕
a
巳
餌
且
9
ぎ
p
＜
。
一
」
ダ
乞
9
8
》
胃
＝
一
」
O
零
「
中
共
研
究
」
・
雑
誌
社
編
コ
九
六
九
中
共
年
報
』
（
上
冊
）
（
台
北
、
一
九
六
九
年
）
第
弐
篇
一
五
四
頁
。

　
（
2
）
出
①
口
曙
9
ω
魯
≦
章
マ
誘

　
（
3
）
　
例
え
ば
一
九
五
九
年
八
月
一
九
目
発
行
の
も
の
は
八
二
八
号
、
一
九
六
八
年
六
月
一
日
は
三
五
二
〇
号
、
同
六
月
五
日
は
三
五
二
三
号
で
あ
る
。

　
（
4
）
頃
曾
曙
9
の
9
≦
貰
N
リ
マ
爲
6

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
人
民
日
報
そ
の
他
一
般
新
聞
と
の
大
ぎ
な
差
異
と
し
て
「
参
放
消
息
」
に
は
社
説
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
記
事
全
て
が
新
華
社
お
よ
び
外

国
通
信
の
報
道
、
あ
る
い
は
外
国
雑
誌
、
新
聞
の
転
載
要
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
参
孜
消
息
」
六
部
の
分
析
に
当
り
、
ま
ず
第
一
に
情
報
源
に
つ
い
て
フ
ォ
・
1
し
て
み
た
い
．
今
回
検
討
す
る
「
参
孜
消
息
」
と
同
日
付
け
の

人
民
日
報
六
部
を
対
外
関
係
に
関
す
る
記
事
に
限
つ
て
情
報
源
を
比
較
す
る
と
第
1
表
の
よ
う
に
な
る
．

第1表

新
華
社
電
あ
る
い

は
新
華
社
電
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
も
の

人
昏
報

皿

ー
ー
i
E
r
「

参
放
消
息
』

五
四

六
〇

外
　
　
電○

二
二
七

そ
の
他二

※
○

（※人民日報消息）

中
国
の
対
外
理
解

　
上
の
表
か
ら
判
る
よ
う
に
、
人
民
日
報
が
ニ
ュ
ー
ス
の
殆
ん
ど
を
新
華
社

に
頼
り
，
外
電
を
引
用
し
て
そ
の
ま
ま
の
形
で
伝
え
る
こ
と
が
な
い
の
に
対

し
、
「
参
放
消
息
」
は
、
そ
の
大
部
分
を
外
電
に
依
存
し
、
「
本
刊
訊
」
の
名

で
、
新
華
社
が
ニ
ュ
ー
ス
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
場
合
も
、
外
国
の
新
聞
、
雑
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
七
　
　
（
一
七
八
一
）



第2表

中
国
の
対
外
理
解

A　　F　　P（仏）61
A　　　　　　　　P（米　）58

U　　P　　I（米）38
　ロ　イ　タ　ー（英）36
D　　P　　A（独）12
米国新聞センター（米）5

　タンユグ（ユーゴ）5
共　　　　　　　　同（日　）3

タ　　　　　　　ス（ソ　連）2
中東通信社（置ラ各）2

中央社（台湾）1
　インド新聞セソター（インド）1

　イソド・ニュース（〃）1
　チェテカ（チェコ）1マグレブ・アラブ襯社（蓮ラ答）1

（「参放消息」記事が使用した外国通信社名と回

数。但し同じ記事を二つの外電を利用して紹介

した場合は各1と計算）

第3表

二
五
八
　
　
（
一
七
八
二
）

記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。

　
で
は
次
に
い
か
な
る
外
国
の
通
信
社
の
ニ
ュ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
る

か
．
通
信
社
別
に
見
る
と
第
2
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
表
に
よ
つ
て
外
電
は
西
側
の
通
信
社
の
庵
の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ

と
が
知
ら
れ
る
．
特
に
A
F
P
、
A
P
、
U
P
I
、
ロ
イ
タ
ー
と
い
つ
た
仏
、

米
、
英
の
通
信
社
が
多
い
の
は
、
当
時
　
猟
を
極
め
た
パ
リ
の
学
生
デ
モ
に

呼
応
し
た
フ
ラ
ソ
ス
の
ゼ
ネ
ス
ト
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
な
ど
の
学
生
ス

ト
、
ベ
ト
ナ
ム
を
め
ぐ
る
パ
リ
会
談
と
解
放
戦
線
の
五
月
攻
勢
を
こ
れ
ら

の
外
電
を
使
用
し
て
報
道
し
た
た
め
で
あ
る
（
国
別
、
事
件
別
に
つ
い
て
は

使用した新
国　名 使用回数 聞・雑誌の

種類数

米 5 4
英 11 7
仏 7 5
日 2 2

イソド 9 8
香港 5 3
イソド
ネシァ 2 2

回数

　第4表

発信地
49

46

12

11

10

8
8
6
6
5
5
4
4
4
3
3

リ
γ
京
ハ

　
ゴ

　
　
　
　
ラ

　
イ

パ
サ
東
プ
ロ　ソ　ド　ン

ワシソトソ
国連（ニューヨーク）

モ　ス　ク　ワ
モンテヴィデォ

香　　　港
ボ　　　　ン
ベイルート

ト
ル
ソ

　
　
ゲ

ス　
一
　
一

ペ
　
　
ハ

　
カ
ソ

タ
　
　
ペ

ブ
ダ
　
コ

タコボ

（2回以下略）

訳
に
加
え
、
中
国
派
の
共
産
党
の
出
す
機
関
誌
も
含
み
、
確
認
し
得
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト

γ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
ー
、
タ
イ
ム
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
は
ガ
ー
デ
ィ
ア
ソ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
i
、
デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ

次
章
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
次
に
記
事
の
転
載
、
要
約
に

利
用
し
た
新
聞
・
雑
誌
を
国
別

に
つ
い
て
見
る
と
第
3
表
の
よ

う
に
な
る
。

　
使
用
し
た
新
聞
、
雑
誌
に
つ

い
て
は
、
中
国
語
の
意
訳
、
音

　
　
　
　
　
　
、
ク
リ
ス
チ
ャ

　
　
　
　
　
、
デ
イ
リ
ー
・
エ



ク
ス
プ
レ
ス
、
フ
ィ
ナ
ソ
シ
ァ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
、
サ
ソ
デ
ー
・
ポ
ス
ト
な
ど
、
目
本
は
東
京
新
聞
、
毛
沢
東
思
想
研
究
、
フ
ラ
ソ
ス
は
、
フ
ィ
ガ

・
、
ル
・
モ
ン
ド
な
ど
、
香
港
は
文
涯
報
，
大
公
報
、
真
報
、
イ
ン
ド
は
イ
ソ
ド
・
タ
イ
ム
ズ
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
内
．
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
伝
旨
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
）
、
イ
ン
ド
共
産
党
の
機
関
誌
、
あ
る
い
は
日
本
の
「
毛
沢
東
思
想
研
究
」
と
い
つ
た
中
国
派
の
も
の
の
占
め
る
割
合
は
約

三
〇
％
で
あ
る
。

　
次
に
外
電
の
発
信
地
名
に
つ
い
て
見
よ
う
（
第
4
表
）
。
回
数
で
パ
リ
、
サ
イ
ゴ
ン
が
一
、
二
を
占
め
る
の
は
、
パ
リ
は
勿
論
フ
ラ
ソ
ス
の
学
生

暴
動
と
パ
リ
会
談
に
つ
い
て
．
サ
イ
ゴ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
報
道
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
第
三
位
を
占
め
る
東
京
発
の
外
電
は
、
ア
メ

リ
カ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
る
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
、
日
本
外
務
省
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
公
館
長
会
議
の
開
催
，
日
本
の
外
国
為
替
銀

行
の
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ソ
購
買
の
中
止
、
日
本
大
蔵
省
の
フ
ラ
ソ
ス
・
フ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
見
通
し
、
日
本
学
生
の
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
、

沖
縄
統
治
に
反
対
す
る
デ
モ
．
と
い
う
よ
う
に
か
な
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

　
人
民
日
報
掲
載
の
新
華
社
東
京
電
が
、
日
本
の
進
歩
的
分
子
が
中
共
中
央
の
発
表
し
た
通
知
を
偉
大
な
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
文
献
と
し

て
賞
讃
し
て
い
る
こ
と
（
五
月
一
六
日
）
、
目
本
と
タ
イ
の
反
動
派
が
米
帝
国
主
義
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
、
反
中
国
的
行
動
に
加
担
し
て
い
る
こ
と
（
五

月
二
八
日
）
、
福
岡
に
お
け
る
反
米
デ
モ
の
模
様
（
六
月
一
八
日
）
で
あ
る
の
に
比
較
す
る
と
、
「
参
放
消
息
」
の
東
京
電
と
の
相
違
が
は
つ
ぎ
り
す
る
．

三

次
に
「
参
放
消
息
」
の
記
事
を
国
別
に
分
類
し
、
「
人
民
日
報
」
と
比
較
し
て
見
た
い
。

第
5
表
お
よ
び
記
事
か
ら
何
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
．

第
一
は
フ
ラ
ソ
ス
に
割
か
れ
た
ス
ペ
ー
ス
が
二
三
パ
ー
セ
ソ
ト
に
達
す
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
「
参
孜
消
息
」
は
連
日
そ
の

ぺ
ー
ジ
を
フ
ラ
ン
ス
の
い
わ
ゆ
る
五
月
危
機
、
す
な
わ
ち
、
学
生
の
暴
動
、
労
働
者
の
ス
ト
、
ド
・
ゴ
ー
ル
政
権
の
動
揺
に
割
き
、
ま
た
時
折
五
月

　
　
　
中
国
の
対
外
理
解
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三
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一
〇
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
和
平
の
た
め
の
パ
リ
会
談
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
五
月
危
機
の
伝
え
方
は
、
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
（
マ
ル
ク
ス

・
レ
ー
ニ
ン
主
義
）
が
学
生
運
動
を
支
持
す
る
声
明
を
発
表
し
た
こ
と
の
紹
介
（
五
・
エ
ハ
）
、
パ
リ
の
反
動
分
子
の
在
パ
リ
中
国
大
使
館
へ
の
攻

撃
（
五
・
一
六
）
、
フ
ラ
ソ
ス
学
生
の
鎮
圧
を
恐
れ
ぬ
勇
敢
な
闘
争
（
五
・
二
八
）
、
（
六
・
一
四
）
、
（
六
．
一
八
）
、
ソ
連
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
秩
序
回

復
に
対
す
る
熱
望
（
五
・
二
八
）
、
フ
ラ
ソ
ス
の
全
国
的
な
反
ド
・
ゴ
ー
ル
デ
モ
（
六
二
）
、
ル
・
モ
ソ
ド
紙
の
中
国
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
闘
争
支

持
を
攻
撃
す
る
記
事
の
紹
介
（
六
二
）
、
フ
ラ
ソ
ス
政
府
の
フ
ラ
ン
流
出
措
置
（
六
・
五
）
、
フ
ラ
ソ
の
価
値
低
下
（
六
．
五
）
、
ポ
ソ
ピ
ド
i
新
内

閣
の
成
立
（
六
・
五
）
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
弾
圧
（
六
・
一
四
）
、
（
六
二
八
）
、
と
い
つ
た
形
で
あ
る
。
学
生
・
労
働
者
の
闘
争
に
は
最
大
の
ス
ペ
ー

ス
を
与
え
、
今
回
紹
介
す
る
六
部
の
「
参
孜
消
息
」
中
唯
一
の
写
真
ま
で
つ
け
て
説
明
し
て
居
り
、
そ
の
点
は
「
人
民
目
報
」
と
さ
し
て
異
ら
な

い
が
、
約
二
〇
〇
〇
名
の
右
翼
学
生
デ
モ
隊
が
中
国
大
使
館
を
襲
撃
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
「
参
放
消
息
」
で
は
デ
モ
隊
が
中
国
国
旗
を
引
き
下

し
、
フ
ラ
ソ
ス
国
旗
に
代
え
、
「
フ
ラ
ソ
ス
全
国
学
生
聯
合
会
は
北
京
へ
行
つ
て
し
ま
え
」
と
叫
ん
で
去
つ
た
こ
と
ま
で
A
F
P
パ
リ
一
三
日
電

を
使
つ
て
詳
し
く
報
道
し
て
い
る
の
に
対
し
「
人
民
日
報
」
は
単
に
反
中
国
的
言
辞
を
ろ
う
し
、
中
国
側
が
厳
重
抗
議
す
る
こ
と
を
伝
え
る
の
み

で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
フ
ラ
ソ
ス
の
五
月
危
機
は
、
六
月
二
三
日
行
わ
れ
た
フ
ラ
ソ
ス
総
選
挙
第
一
回
投
票
に
ょ
る
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
圧
勝
で

幕
を
閉
じ
る
が
、
手
許
の
「
参
孜
消
息
」
は
六
月
一
八
日
ま
で
で
あ
つ
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
勝
利
を
ど
う
伝
え
て
い
る
か
知
り
得
な
い
の
は
残
念
で

あ
る
。
パ
リ
会
談
に
つ
い
て
は
．
五
月
二
二
日
の
ア
メ
リ
カ
の
通
信
社
の
外
電
を
使
用
し
て
、
米
・
北
ベ
ト
ナ
ム
正
式
会
談
の
米
側
ハ
リ
マ
ン
、

北
ベ
ト
ナ
ム
側
ト
イ
両
代
表
の
冒
頭
声
明
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
（
五
．
エ
ハ
）
の
が
目
に
つ
く
。

　
第
二
は
、
ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
は
ス
ペ
ー
ス
は
大
き
く
な
い
が
回
数
が
フ
ラ
ン
ス
に
次
い
で
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
5
表
か
ら
は
つ
き
り

判
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
問
題
な
ど
ア
メ
リ
カ
一
国
に
つ
い
て
の
記
事
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
（
ア
メ
リ
ヵ
一
国
を
扱
つ
た
九
回
の
記
事
中
に
は

「
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
覚
醒
」
と
題
す
る
香
港
『
大
公
報
』
の
連
載
の
転
載
が
四
回
含
ま
れ
て
い
る
）
が
、
他
の
諸
国
と
の
関
連
に
お
い
て
扱
つ
た
も
の
が
圧

倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
米
帝
国
主
義
が
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
を
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
失
敗
に
瀕
し
て
い
る
（
五
・
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中
国
の
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理
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二
六
二
　
　
（
一
七
八
六
）

一
六
）
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
和
平
会
談
に
対
す
る
陰
謀
（
五
・
一
六
、
五
・
二
八
）
、
米
帝
の
台
湾
、
イ
ソ
ド
に
お
け
る
活
動
（
五
・
二
八
、
六
．
一
）
、

米
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
攻
（
六
二
八
）
、
国
連
に
お
け
る
米
・
ソ
の
結
託
（
六
・
一
四
）
の
よ
う
に
、
米
国
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
、
あ
る
い
は
ソ
連
と
結
託
L
て
の
中
国
封
じ
込
め
政
策
に
最
大
の
関
心
を
払
う
中
国
の
指
導
者
と
し
て
は
む
し
ろ
当
然
で

あ
ろ
う
。

　
第
三
は
ベ
ト
ナ
ム
の
扱
い
方
で
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス
は
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
三
位
で
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
単
独
記
事
の
殆
ん
ど
す
べ

て
は
サ
イ
ゴ
ン
等
に
対
す
る
解
放
戦
線
の
攻
撃
、
い
わ
ゆ
る
五
月
攻
勢
の
成
果
の
紹
介
で
あ
り
、
南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
内
政
の
推
移
な
ど
の
紹
介
は

な
く
、
単
独
で
扱
わ
な
い
場
合
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
第
四
は
日
本
の
扱
い
方
で
あ
る
。
目
本
関
係
記
事
は
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
第
四
位
を
占
め
る
が
、
学
生
・
労
働
者
の
闘
争
の
紹
介
と
い
つ
た

記
事
と
並
ん
で
、
か
な
り
日
本
の
外
交
、
科
学
開
発
に
つ
い
て
客
観
的
な
報
道
が
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
具
体
例
は
．
五
月
二
八
日

か
ら
四
日
間
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
た
日
本
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
公
館
長
会
議
の
結
論
を
、
対
中
平
和
共
存
の
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
、
ベ

ト
ナ
ム
問
題
に
関
し
和
平
の
た
め
の
国
際
会
議
開
催
に
参
加
す
べ
き
こ
と
、
日
本
単
独
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
仲
介
役
を
す
る
こ
と
を
ロ
イ
タ

ー
電
で
紹
介
し
、
さ
ら
に
共
同
通
信
の
記
事
を
使
つ
て
外
務
省
情
報
文
化
局
長
の
記
者
会
見
に
お
け
る
応
答
を
、
「
問
」
「
答
」
の
形
に
よ
っ
て
紹

介
し
（
六
・
五
）
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
ー
」
の
記
事
の
要
約
に
よ
る
日
本
の
人
工
衛
星
開
発
技
術
発

展
の
情
況
の
紹
介
（
六
・
五
）
に
示
さ
れ
る
。
中
国
の
対
日
関
心
は
．
「
佐
藤
反
動
内
閣
」
「
宮
本
修
正
主
義
集
団
」
「
米
帝
」
「
ソ
修
」
に
対
す
る
人

民
の
闘
争
よ
り
、
現
政
府
の
対
外
態
度
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
第
五
は
チ
ェ
コ
情
勢
に
対
す
る
関
心
で
あ
る
。
米
国
「
タ
イ
ム
」
の
記
事
の
翻
訳
に
よ
る
「
ド
プ
チ
ェ
ク
登
場
と
κ
自
由
化
”
の
過
程
」
（
五
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

六
）
は
前
目
か
ら
の
連
載
の
続
き
で
あ
る
が
、
一
頁
の
約
半
分
を
使
用
し
て
詳
細
に
報
道
し
、
意
識
的
な
記
事
の
改
変
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
二

！
ケ
ジ
ッ
チ
ユ
ー
ゴ
外
相
の
チ
ェ
コ
訪
問
に
ょ
る
ユ
ー
ゴ
、
チ
ェ
コ
．
ル
ー
マ
ニ
ア
三
国
間
の
「
小
協
商
」
結
成
へ
の
動
き
の
報
道
（
五
・
エ
ハ
）
、



チ
ェ
コ
社
会
民
主
党
の
組
織
回
復
の
活
動
（
六
二
四
）
な
ど
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
東
欧
に
お
け
る
中
国
の
最
大
の
友
好
国
ア
ル
バ
ニ
ア
に
対
す

る
言
及
が
全
く
な
い
の
に
比
較
す
る
と
、
中
国
が
ソ
連
と
の
関
係
、
共
産
主
義
陣
営
内
に
お
け
る
チ
ェ
コ
の
動
き
に
か
な
り
の
関
心
を
払
つ
て
い

る
の
が
知
ら
れ
る
．
但
し
同
日
付
「
人
民
日
報
」
に
は
チ
ェ
コ
に
関
す
る
記
事
は
一
行
も
な
い
。

　
第
六
は
、
最
大
の
友
好
国
ア
ル
パ
ニ
ア
に
関
す
る
記
事
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
五
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
民
日
報
に
お
い
て
は

フ
ラ
ソ
ス
に
匹
敵
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
与
え
ら
れ
て
報
じ
ら
れ
る
ア
ル
バ
ニ
ア
労
働
党
中
央
委
員
会
に
ょ
る
ホ
ッ
ジ
ャ
首
相
の
著
作
の
出
版
計
画

（
五
．
二
八
）
、
ア
ル
バ
ニ
ア
青
年
連
盟
と
タ
イ
愛
国
青
年
会
の
フ
ラ
ソ
ス
学
生
運
動
に
対
す
る
支
持
声
明
（
六
・
一
）
な
ど
「
参
放
消
息
」
に
は
全

く
見
ら
れ
な
い
。
友
好
国
ア
ル
バ
ニ
ア
の
存
在
は
国
際
情
勢
の
分
析
に
お
い
て
は
不
必
要
な
程
小
さ
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
絶
対
の
友

好
国
で
あ
つ
て
信
頼
の
度
が
高
く
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
掲
載
し
な
い
の
か
．
と
に
か
く
注
目
に
値
す
る
。

　
第
七
は
、
台
湾
、
香
港
に
関
す
る
記
事
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
に
つ
い
て
は
蒋
経
国
国
防
部
長
が
対
米
提
携
を
唱
導
し
て
い
る

こ
と
（
五
．
二
八
）
、
以
外
は
大
き
な
記
事
は
な
く
、
香
港
に
つ
い
て
も
い
わ
ゆ
る
香
港
暴
動
が
下
火
と
な
つ
た
当
時
と
し
て
、
九
竜
・
新
界
の
汽

車
労
働
者
の
ス
ト
（
五
・
二
八
）
以
外
目
ぼ
し
い
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

　
第
八
は
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ブ
等
に
関
し
て
は
、
西
ベ
ン
ガ
ル
イ
ン
ド
共
産
党
革
命
派
の
勢
力
の
増
大
（
五
・
一
六
）
、
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
運
動
の

進
展
（
五
．
二
八
）
と
い
つ
た
解
放
運
動
の
側
面
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
の
取
上
げ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
九
は
、
ソ
連
に
関
す
る
記
事
が
「
人
民
日
報
」
、
「
参
放
消
息
」
と
も
意
外
に
少
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、
他
の
記
事
に
紙
面
を
と
ら
れ
た

こ
と
、
当
時
中
ソ
間
に
国
境
紛
争
な
ど
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
が
な
か
つ
た
こ
と
が
偶
々
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
を
減
少
さ
せ
た
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

む
　
す
　
び

か
つ
て
「
参
孜
消
息
」

　
　
中
国
の
対
外
理
解

は
　　、

e
北
京
政
権
に
対
す
る
外
国
か
ら
の
好
ま
し
く
な
い
論
評
ま
た
は
攻
撃
、

⇔
国
家
に
対
す
る
好
ま
し
く
な
い
ニ
ュ

　
　
　
　
ニ
六
三
　
　
（
一
七
八
七
）



　
　
　
中
国
の
対
外
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
　
　
（
一
七
八
八
）

ー
ス
、
㊧
台
湾
．
香
港
．
マ
カ
オ
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
、
㊨
さ
も
な
け
れ
ば
公
表
さ
れ
な
い
党
内
の
紛
争
、
㈲
共
産
主
義
世
界
内
の
紛
争
、
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
て
も
掲
載
す
る
方
針
を
と
つ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
非
政
治
的
ニ
ュ
ー
ス
例
え
ば
ミ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ソ
テ
ス
ト
と
い
つ
た
軟
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
今
日
で
は
そ
う
い
つ
た
面
は
見
ら
れ
な
い
。
「
参
孜
消
息
」
も
文
革
の
波
に
さ
ら
さ
れ
変
貌
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
第
一
頁
上
段
に
毛
沢
東
、
林
彪
、
あ
る
い
は
レ
ー
ニ
ソ
の
語
録
を
入
れ
る
紙
面
編
成
に
窺
わ
れ
る
。
第
二
は
、
毛

沢
東
思
想
に
関
す
る
記
事
が
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
る
こ
と
に
ょ
つ
て
も
判
断
し
得
る
。
「
日
共
東
京
都
委
員
会
（
左
派
）
準
備
会
機
関
誌
毛
主

席
の
声
明
全
文
を
発
表
、
毛
主
席
声
明
は
偉
大
な
マ
ル
ク
ス
主
義
文
件
」
（
五
・
エ
ハ
）
、
「
ソ
連
人
民
偉
大
な
毛
主
席
を
熱
愛
、
ソ
連
修
正
主
義

統
治
下
の
ソ
連
社
会
貧
富
の
差
増
大
し
不
満
を
招
来
」
（
五
二
六
）
、
「
わ
れ
わ
れ
は
永
遠
に
毛
沢
東
同
志
と
共
に
あ
る
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
一
人
民
毛

主
席
と
毛
沢
東
思
想
学
習
の
例
を
示
す
」
（
五
二
天
）
、
「
ネ
パ
ー
ル
一
青
年
『
老
三
篇
』
学
習
の
心
得
を
述
べ
て
『
老
三
篇
』
は
世
界
革
命
人
民

の
必
修
課
と
い
う
」
（
六
二
）
、
「
米
国
友
人
の
来
信
偉
大
な
毛
沢
東
思
想
は
路
を
指
す
燈
明
で
あ
る
と
称
讃
」
（
六
・
五
）
、
「
サ
ル
・
マ
ソ
ダ
、
イ

ソ
ド
共
産
党
機
関
誌
『
愛
国
者
』
に
投
稿
、
今
日
は
毛
沢
東
思
想
の
時
代
で
あ
る
」
（
六
・
一
八
）
と
い
つ
た
毛
沢
東
な
い
し
、
毛
沢
東
思
想
讃
美

の
ス
ペ
ー
ス
を
一
面
ト
ッ
プ
に
掲
げ
る
こ
と
は
、
国
際
関
係
を
忠
実
に
伝
え
た
一
九
六
〇
年
当
時
と
較
べ
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
以

上
「
毛
主
席
関
係
記
事
」
は
計
一
六
一
二
・
七
五
平
方
セ
ソ
チ
で
全
体
の
九
・
八
パ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
て
い
る
。

　
一
九
六
八
年
五
月
、
六
月
と
い
え
ば
、
文
化
革
命
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
は
、
権
力
機
構
内
部
に
お
け
る
毛
・
林
派
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
次
第
に

確
立
さ
れ
、
旧
実
権
派
は
「
被
告
」
の
座
に
坐
ら
さ
れ
る
地
位
に
下
落
し
、
当
時
新
為
政
者
の
地
位
に
立
つ
毛
・
林
派
は
、
混
乱
の
収
拾
、
戦
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
縮
小
、
体
制
の
整
備
、
文
革
の
終
結
の
準
備
に
大
童
の
段
階
に
あ
つ
た
。
外
交
の
実
際
面
で
も
六
七
年
前
半
期
の
外
交
部
に
お
け
る
奪
権
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
造
反
外
交
か
ら
六
七
年
後
半
期
に
始
ま
る
造
反
外
交
規
制
の
時
期
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
「
毛
沢
東
至
上
主
義
」
の
編
集
方
針
が
「
参
政
消

息
」
に
表
わ
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
た
だ
こ
の
状
態
が
存
続
し
、
以
上
の
よ
う
な
編
集
方
針
の
「
参
放
消
息
」
が
指
導
者
の
国
際
情
勢
判
断
の
材
料
と
し
て
か
な
り
大
き
な
比
重
を
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占
め
て
い
る
と
し
た
ら
、
問
題
が
あ
ろ
う
。

　
文
化
革
命
は
、
中
国
の
情
報
収
集
に
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
文
革
に
参
加
さ
せ
る
た
め
の
出
先
外
交
官
お
よ

び
．
新
華
社
出
先
の
本
国
召
還
は
、
彼
ら
が
前
頁
の
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
世
界
中
に
点
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
収
集
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

要
因
と
な
つ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
一
九
六
八
年
五
・
六
月
当
時
新
華
社
出
先
は
か
な
り
の
移
動
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
保
身
の
た
め
か
な
り
色
を
付
け
た
情
報
も

送
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
「
参
放
消
息
」
六
部
か
ら
窺
い
知
る
限
り
で
も
、
文
化
革
命
に
よ
る
中
国
の
ド
グ
マ
的
傾
向
は
、
情
報
に
ま
で
及
ん
だ
が
、
そ
れ

で
も
一
般
国
民
に
較
べ
、
指
導
者
層
は
よ
り
広
い
判
断
の
材
料
を
有
し
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
寓
8
く
霞
H
拐
藻
5
一
昌
も
サ
。
一
f
型
一
8
．
前
掲
江
頭
編
著
九
五
ペ
ー
ジ
．

　
（
2
）
国
窪
昌
O
●
o
Q
魯
≦
零
国
｝
℃
●
鐸

　
（
3
）
大
川
次
郎
「
文
革
の
現
段
階
」
（
『
ア
ジ
ア
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
二
巻
一
号
、
一
九
六
九
年
四
月
所
収
）
。

　
（
4
）
　
筆
者
は
「
文
化
革
命
と
中
国
の
対
外
関
係
」
と
題
し
て
行
つ
た
学
会
報
告
に
お
い
て
、
第
一
段
階
（
一
九
六
五
・
一
〇
1
一
九
六
六
・
七
）
文
革
が
対
外
関
係
に
反
映
し
な
い

　
　
時
期
、
第
二
段
階
（
一
九
六
六
・
八
ー
一
九
六
六
年
末
）
文
革
が
対
外
関
係
へ
反
映
し
は
じ
め
た
時
期
、
第
三
段
階
文
革
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
対
外
関
係
へ
の
反
映
の
時
期
（
外
交
不

　
　
在
）
、
　
第
四
段
階
（
一
九
六
七
・
九
1
一
九
六
八
・
八
）
紅
衛
兵
外
交
、
造
反
外
交
規
制
の
時
期
．
第
五
段
階
（
一
九
六
八
・
八
ー
一
九
六
九
・
四
）
新
た
な
外
交
へ
の
胎
動
の
時

　
　
期
．
第
六
段
階
（
一
九
六
九
・
五
ー
　
）
新
外
交
模
索
の
時
期
．
と
一
応
の
区
分
を
行
つ
た
（
昭
和
四
四
年
一
〇
月
七
日
、
日
本
国
際
政
治
学
会
一
九
六
九
年
度
秋
季
研
究
会
、
於

　
　
京
都
産
業
大
学
）
。

　
（
5
）
　
新
華
社
出
先
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
匪
情
研
究
雑
誌
社
「
匪
情
年
報
一
九
六
七
年
版
」
（
台
北
．
一
九
六
六
年
）
≡
二
四
ー
≡
二
六
ぺ
：
ジ
。

（
付
記
）
　
本
稿
が
印
刷
に
着
手
さ
れ
て
後
、

　
事
実
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
．

東
京
新
聞
前
北
京
特
派
員
伊
藤
喜
久
蔵
氏
よ
り
中
国
の
上
級
幹
部
に
「
参
考
資
料
」
な
る
国
際
情
勢
に
関
す
る
文
書
が
配
布
さ
れ
て
い
た

中
国
の
対
外
理
解

二
六
七
　
　
（
一
七
九
一
）


